
武部力也（たけべ りきや）/東京都出身/岡三オンライン証券 事業戦略部部長

1989年 東京短資入社。トウキョウフォレックス、トウキョウフォレックス上田ハーローに出向し、
天安門事件、湾岸戦争、ロシアクーデター、超円高、バブル崩壊、金融再編日本クライシスを背
景とした東京外国為替市場のインターバンク最前線でドル円外為ブローカーとして勤務。

2000年 日経225先物指数オプションエクィテイ・デリバティブトレーダーに転じ、為替に加え
株式先物市場の厳しさも経験。

2001年 トウキョウフォレックストレイダーズ証券において情報企画部部長、金融法人事業部部長。
為替・証券分析レポート等の執筆ほか、FX、225、海外投信ファンドの組成販売を金融機関や
一般法人向けに執行。

2006年 トウキョウフォレックス（現：（株）マネックスFX）で法人営業デスク、営業推進部長、
マーケテイング部次長。

2009年 岡三証券入社。岡三オンライン証券 事業戦略部部長。趣味・剣道、映画鑑賞。

----最近の活動---
■公式ブログ：力也のFX道場
■ラジオNIKKEI「夕焼けマーケッツ 投資って楽しいねっ！」出演
■その他、金融系マーケットメディア、新聞、雑誌など 近著「勝ち残りFX」(扶桑社・刊)

2010年5月7日(金)12：00～

【緊急特番】何が起こったか？円全面高！そ
の背景を探る！
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＜免責事項＞提供している情報の内容について、岡三オンライン証券が保証するものではありません。本資料掲載の銘柄について、岡三オンライン証券が一切推奨するものではありません。
万一この情報に基づいて被ったいかなる損害についても、岡三オンライン証券は責任を負いません。投資にあたっての最終判断はお客様自身の判断でお願いします。

経緯と背景

● 2010/05/06 18：30

欧州ソブリン危機への懸念が連日くすぶるなかユー
ロ／スイスフラン（CHF）において1.43CHF前半のレ
ンジをスイス国立銀行（SNB）のユーロ買い・スイスフ

ラン売り介入で維持し続けていた、とされる観測が
あったものの年金系リアルマネーのユーロからの資
金移動ユーロ売りで圧迫し下値ブレイクしたとの観測

●2010/05/06 21:39
トリシェECB総裁発言 「ECBのレートは適切」、
「（ECB理事会では）国債の購入について議論しな
かった」

●2010/05/07 24：00
ロンドンフィキシング(＝東京仲値)でリスク回避の動き
活発化。クロス円が下げ幅をさらに拡大。ドル円は4
月28日以来となる92円台突入

●2010/05/07 03:53

米大手銀行の巨額の人為的ミスの誤発注も重なった
ことで、ダウ平均がリーマンショックを超え、1987年来
で最大の下げとなる前日比1000ドル近い暴落を示す

とリスク回避で、ドル円・クロス円が総崩れ

● 2010/05/07 04:21
シカゴ連銀総裁「W字型の景気後退の可能性は非常
に低い」

出所：岡三オンライン証券：e-profit FXチャート・5分足/ドル円･ユーロ円

出所：岡三オンライン証券：e-profit FXチャート・日足/15分足/ユーロスイス



【緊急特番】何が起こったか？円全面高！その背景を探る！

• 2004年3月17日以後日本銀行による介入額はゼロ円

（参照：財務省：「外国為替平衡操作の実施状況」）

＜免責事項＞提供している情報の内容について、岡三オンライン証券が保証するものではありません。本資料掲載の銘柄について、岡三オンライン証券が一切推奨するものではありません。
万一この情報に基づいて被ったいかなる損害についても、岡三オンライン証券は責任を負いません。投資にあたっての最終判断はお客様自身の判断でお願いします。

日本当局の対応 2010/05/07

●鳩山首相
「ギリシャ問題に日本政府として対応していくべき」

●仙谷国家戦略相
「日本はEU、IMFと協調し緊密に連絡を取る」「ギリ
シャ問題を他の欧州や米国、アジア市場に波及さ
せない」

●平野官房長官「円高の影響への懸念、適切な
対応しなければならないか注視」
「IMFのギリシャ支援が決まるよう日本も努力」

●菅財務相「円高は段々と落ち着いてくる」
｢為替は過度の変動や無秩序な動き望ましくない」
「為替介入には言及しない」 「為替介入云々につ
いては言わない」｢G7財務相がギリシャ問題で電
話会談を実施する｣｢ 米国と日本はギリシャ問題を

見守る立場｣｢、（ユーロ買いの）協調介入について
の要請があるとは思えない｣

● Ｇ7財務相がギリシャ支援問題について電話
協議＝米財務省報道官

●日銀が緊急の２兆円供給を実施、ギリシャ不安
連鎖を警戒 (08年12月19日の利下げ時以来。 )



投資リスク・手数料・証拠金/保証金について

• 投資リスク
為替相場は日々変動するため、相場状況により証拠金/保証金以上の損失が発生する可能性があります。取

引通貨の金利変動等によりスワップポイントの受取額が増減する可能性があります。また、ポジションを構
成する金利水準が逆転した場合は、スワップポイントの受取りから支払いに転じる可能性があります。相場
の急激な変動時等に取引を行うことができず不測の損害が発生する可能性があります。システム、通信回線
等の障害により注文発注、執行等ができず機会利益が失われる可能性があります。

• 手数料
岡三オンラインFX（くりっく365）

約定が成立した時点で、1取引単位ごとに73円(税込)の手数料がかかります。

岡三アクティブFX（店頭FX）

岡三アクティブFXの取引手数料は、取引数量にかかわらず0円です。

• 証拠金/保証金
岡三オンラインFX（くりっく365）

取引単位ごとに証拠金をお預りいたします。発注証拠金は、

「1取引単位当りの発注証拠金額×発注数量」

で計算し、通貨ペア（23通貨ペア）ごとに異なります。

岡三アクティブFX（店頭FX）

必要保証金は、お取引される通貨ペアの現在値の仲値に取引数量と

必要保証金率を乗じた額となります。必要保証金率は、1％となります。

【対円貨通貨ペアの場合】

必要保証金 ＝ 現在値の仲値 × 取引数量 × 必要保証金率

【対外貨通貨ペアの場合】

必要保証金 ＝ 現在値の仲値 × 取引数量 × 必要保証金率 × 通貨交換レート

※ご投資にあたっては、取引所為替証拠金取引説明書、外国為替保証金取引説明書等を十分にお読みください。

商号等：岡三オンライン証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第52号

※証拠金抜粋 詳しくは当社ホームページをご覧ください。

岡三オンラインFX（くりっく365）


